 北ブロック　２００７年宣教司牧計画の評価 
北ブロックは、長期計画として
①教会から離れた人に対する働きかけ、②青少年の育成、③信徒教育・育成、④社会と共に歩む教会を掲げて取り組んでいるが、2007年はそれぞれ次のような具体的な取り組みを計画した。
①教会から離れた人に対する働きかけ

＊実態の把握が必要。大祝日に案内をし、近況を把握するなど具体的に取り組む。

＊聖体奉仕者のグループが中心となって、病気の方の状況も把握する。

＊これらをまとめ、新たな情報を随時更新し、司祭団に報告する。
〔現状〕

病者を含めた“離れている人たち”の実態の把握の方法は各小教区で工夫している。毎月ハガキでその月の行事やお知らせを送ったり、復活祭・クリスマスの案内、敬老の集い等の行事の案内を通じて教会の情報を流している。

病者訪問は、幾つかの小教区で聖体奉仕者が中心となって定期的に行なっている。以前は奉仕者のみで行なっていたが、現在は奉仕者以外の信徒も参加している小教区がある。病者の情報の管理については、プライバシー保護という観点から十分に配慮が必要であり、これはどの教会も慎重に行なっている。

〔評価・課題〕
各種案内により、大祝日や行事に教会に来る方があり、その際にはコミュニケーションを図っている。また転居等の実態把握の一助にもなっている。しかし各種案内は、一方通行のために完全な実態把握が出来ているとまでは言い難い。結果的にこのことは共同体としての機能を果たしていないという見方も出来るので、更に効果的な取り組みが必要である。
ある小教区は、病者訪問グループに奉仕者以外の信徒も参加する体制を作って、訪問に関わる人たちの裾野が広がった事が評価出来る。訪問グループが未だ出来ていない教会も立ち上げに向けて準備を進めている。訪問された方々には概ね何某かのプラスになっている。しかし個人及び家庭の事情で拒まれるケースもある。そういう方々への対応、また男性・女性によっての対応には工夫が必要である。
病者との関わりは「病者の秘跡」のこともあり、司祭との連携は不可欠である。これに関しては常に新しい情報を司祭団と共有出来ている。
いずれの“離れている人たち”の実態把握については、個人として把握している情報を教会が収集し、司祭団と共に把握し、活動グループが実働部隊となる形をとっていきたいと思う。病者の場合の緊急の事態の連絡は、日曜日以外が無人の小教区については難しい場合もあるが、工夫する努力もしていきたい。

②青少年の育成

＊ブロック合同キャンプを一つの機会として、ブロック全体で取り組む事を考える。

＊小教区においては、日曜学校への保護者の協力を呼びかける。

＊教会に来られない子供たちは、家庭でフォローする。

〔現状〕

夏に合同キャンプを行なった。今後も継続の予定である。
小教区における、日曜学校への保護者の協力も概ね出来ていると思われる。家庭でのフォローについては各家庭に任せているのが現状で、その実態までは把握しきれていない。
尚、中学生以上の子供達に対する取り組みは、どの小教区もほとんど出来ていないのが現状。
〔評価・課題〕

合同キャンプは、一つの教会では少人数のため出来ないプログラムを組むことも可能で、また小教区を越えた友達が多く出来る良い交流の場となっている。小教区間の協力体制も良く出来ている。特に準備委員会は、各小教区の抱える問題点を出し合う良い機会になっており、その問題点を共有出来ることは評価出来る。

保護者の協力については、行事の際の側面からの協力だけではなく、教育部に入って、内側からの積極的な関わりが望まれる。保護者も教育される事がないと、家庭でのフォローという事は現実的には非常に難しい。家庭での言動が良い信仰教育となるので、保護者が教会に来るのは基本である。また保護者会を開催したい。
中学生以上の子供達に関しては、キャンプなどの行事のリーダーとして参加することで、共に育成出来ることが出来ないか、と検討中である。
③信徒教育・育成
＊小教区で開催している各種講座をブロック内で共有する。
＊学習会の指導や結婚講座等が出来る信徒の養成について、具体的な計画を立てる。
〔現状〕

各小教区で、ブロック内の各種講座の一覧表を作成・掲示している。毎週開催されている“聖書と典礼”を使った勉強会には、各小教区からの参加がある。また、各小教区で独自に聖書勉強や分ち合い、朗読奉仕の練習などが開催されている。
以前から結婚講座を信徒が担当している小教区もあるが、そうでない小教区がほとんどである。
〔評価・課題〕
各小教区で独自に開催されている学習会や勉強会は、小教区を越えての参加とまでは至っていない。

講座担当者養成については、昨年はその取り組みは出来なかった。夏期講座への参加を検討していく。
結婚講座については、福音センターの講座に参加してもらう事でどの小教区もカバー出来る。

講座担当者の養成は、つまりは代父母が出来る信徒の養成であり、それは洗礼志願者のサポートのみならず、教会から“離れている人たち”のケアにも大いに役立つものである。そういう意味からも、今後は積極的に取り組んでいきたい。
④社会と共に歩む教会

＊金銭面の援助だけに限らず、施設等への関わり方を考える。
＊各小教区独自の取り組みをブロック内で情報交換し、共有する。
〔現状〕

各小教区とも、近隣施設への物的・人的協力や、街頭募金、夜回りの会、バザーなど、地域との交わりは様々な取り組みをしている。またそれらは比較的永年に亘り続けられている。
ブロックとしては、広報誌を使って情報の共有をしている。またブロック会議で参加・協力を呼びかけたりもしている。
〔評価・課題〕
各小教区の取り組みは、それぞれにかなり以前から関わってきた歴史もある為か、小教区が独自に行なっているものが多い。しかし今後は、小教区の壁を越えた協力を目指したい。また、活動としての側面で捉えるのみでなく、福音宣教としての側面からも捉えていきたい。“社会と共に歩む”ということは、社会及び個人がもつ問題と共に歩むことだと捉え、教会が、特に青少年信徒が、今後社会とどう関わっていくかのノウハウを学ぶ良い機会となればと考える。
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